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【 請 求 項 １ 】
　 ロ ボ ッ ト ・ ア ー ム に よ っ て 移 動 可 能 で あ り 、 作 動 可 能 な エ ン ド ・ エ フ ェ ク タ を 有 す る 医
療 機 器 と ；
　 前 記 医 療 機 器 の 移 動 を 案 内 す る よ う に 前 記 ロ ボ ッ ト ・ ア ー ム に 結 合 さ れ た 制 御 装 置 と ；
　 前 記 制 御 装 置 に 結 合 さ れ 、 そ の 移 動 が 前 記 医 療 機 器 の 移 動 に 影 響 を 与 え 、 手 で 把 持 す る
の に 適 し て お り 、 ハ ウ ジ ン グ 、 お よ び 前 記 作 動 可 能 な エ ン ド ・ エ フ ェ ク タ の 作 動 に 影 響 を
与 え る よ う に 手 で ハ ン ド ル を 把 持 す る 場 合 に 、 前 記 ハ ウ ジ ン グ に 対 し て 移 動 可 能 な 把 持 器
を 含 む と 共 に 、 処 置 に 前 記 医 療 機 器 を 使 用 し て 、 前 記 医 療 機 器 の 前 記 作 動 可 能 な エ ン ド ・
エ フ ェ ク タ の 作 動 を ロ ッ ク す る よ う に 、 手 で ハ ン ド ル を 把 持 し な が ら 手 と 係 合 可 能 な ス イ
ッ チ を 有 す る ハ ン ド ル と を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 医 療 用 ロ ボ ッ ト ・ シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 医 療 機 器 が 手 首 を 備 え 、 前 記 ス イ ッ チ が 前 記 手 首 の 作 動 を ロ ッ ク す る こ と を 特 徴 と
す る 請 求 項 １ に 記 載 の シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 エ ン ド ・ エ フ ェ ク タ の 作 動 が 顎 部 を 開 口 す る ス テ ッ プ を 含 み 、 前 記 ス イ ッ チ が 前 記
顎 部 を ロ ッ ク す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 ハ ン ド ル は ま た 、 入 力 を 含 み 、 シ ス テ ム の 機 能 を 制 御 す る よ う に 手 と 係 合 可 能 で あ
り 、 さ ら に 複 数 の 機 能 か ら １ つ の 機 能 を 選 択 す る こ と を 可 能 に す る グ ラ フ ィ カ ル ・ ユ ー ザ
・ イ ン タ ー フ ェ ー ス を 表 示 す る 画 面 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の シ ス テ ム
。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 把 持 器 は さ ら に 、 手 の 指 を 受 け る １ 対 の 溝 を 含 み 、 前 記 ハ ン ド ル ・ ハ ウ ジ ン グ は さ
ら に 、 手 の 親 指 を 受 け る １ つ の 溝 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ に 記 載 の シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ６ 】
　 医 療 用 ロ ボ ッ ト ・ シ ス テ ム を 制 御 す る 方 法 で あ っ て 、
　 手 で の ハ ン ド ル の 移 動 に 応 じ て ロ ボ ッ ト ・ ア ー ム を 連 接 さ せ る こ と に よ っ て 医 療 機 器 を



ロ ボ ッ ト で 移 動 さ せ る ス テ ッ プ で あ っ て 、 前 記 医 療 機 器 は 顎 部 を 備 え る 作 動 可 能 な エ ン ド
・ エ フ ェ ク タ を 有 し 、 前 記 ハ ン ド ル は ハ ウ ジ ン グ 、 手 で の 把 持 に 適 し た 把 持 器 、 お よ び 手
と 係 合 可 能 な ス イ ッ チ を 有 す る ス テ ッ プ と ；
　 前 記 把 持 器 が 前 記 ハ ウ ジ ン グ に 向 か っ て 移 動 す る よ う に 、 手 で 前 記 ハ ン ド ル を 把 持 す る
こ と に よ っ て 前 記 顎 部 を 作 動 さ せ る ス テ ッ プ と ；
　 手 で 前 記 ハ ン ド ル を 把 持 し こ れ を 移 動 さ せ な が ら 、 ス イ ッ チ を 手 に 係 合 さ せ る こ と に よ
っ て 、 前 記 顎 部 の 作 動 を ロ ッ ク す る ス テ ッ プ と を 含 む こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
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